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基礎看護学

基礎看護学においては看護学の基本となる事項を問う。

すなわち次の3つの項目、1．看護の基本となる概念、

2．基本的看護技術、3．保健医療福祉のなかで看護の果た

す役割、についてそれぞれに対応する知識・理解を問うこ

ととする。

看護の基本となる概念においては、看護の本質、看護の

対象としての人間理解、生活の要素と健康のかかわり、看

護の倫理について問う。また、看護を展開するプロセスに

必要な知識を問う。すなわち情報アセスメントや問題の明

確化、優先度の判断、方法の選択、対象の反応の確認や評

価などについて必須の事項を問う。

基本的看護技術においては、コミュニケーションや感染

予防、事故防止、観察技術など看護場面に共通する技術、

食や排泄など基本的な生活の要素と健康とのかかわりと援

助技術、診療に伴う技術について必要な知識を問う。ま

た、静脈注射など新たに求められる技術を含める。

保健医療福祉のなかで看護の果たす役割においては、看

護を継続するために必要な知識として、さまざまな看護活

動の場や連携の方法について問うとともに、看護提供シス

テムや広く看護行政、国際協力のあり方についても問うこ

ととする。

また、最近の看護をとりまく状況をふまえて、イン

フォームドコンセントなど患者の権利擁護に関すること、

患者の安全確保や事故防止に関することついては強調して

問うこととする。

目標 ．看護の基本となる概念についての理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

看護の基本と

なる概念

A 看護の本質 a 対象 ：第 章C--「看護の

対象」(p. ～ )

b 役割 ：第 章C-「定義の進

展」(p. ～ )

c 機能 ：第 章C-「定義の進

展」(p. ～ )

B 看護の対象としての人

間

a 人間のとらえ方 ：第 章A「人間の欲求

と健康」(p. ～ )

b 人間と環境 ：第 部 第 章 C
「看護介入技術の基盤としての『安全・安楽』」(p.～

)

C 人間にとっての健康 a 健康のとらえ方 ：第 章A-「健康とは」(p. ～ )、第

章A-「医療変革の波と健康概念の質的転換につい

て」(p. ～ )

：第 章B「健康のとら

え方」(p. ～ )

：第 章 A-「大人

の健康」(p. ～ )

b 健康に影響を与えるもの ：第 章B「健康のとら

え方」(p. ～ )

：第 章 A-「大人

の生活状況の特徴」(p. ～ )、第 章「生活ストレ

スと看護」(p. ～ )

D 生活と健康 a 生活のリズムと健康とのかかわ

り

：第 部 節「生活

状況とその背景の把握」(p. ～ )

b 生活習慣と健康とのかかわり ：第 部 節「生活

状況とその背景の把握」(p. ～ )

：第 章A「大人の

生活からとらえる健康」(p. ～ )

c 生活の要素と健康とのかかわり

(食、排泄、清潔、衣、活動・

運動、休息、睡眠、性、学習・

遊び、仕事、社会活動)

：第 部 節「生活

状況とその背景の把握」(p. ～ )

：第 章「生活スト

レスと看護」(p. ～ )

d QOL クオリティ・オブ・ラ

イフ>

：第 章A-「QOL(生活の質)について考

える」(p. )
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大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

：第 章B--「ADLか

らQOLへ」(p. ～ )

：第 部 節「生活

状況とその背景の把握」(p. ～ )

E 看護倫理 a 患者の権利擁護 ：第 章E-「看護倫理

の本質としての患者の権利擁護」(p. ～ )

：第 章C「在宅療養者の権利保障」(p.
～ )

：第 章D-「患者の権利擁護」(p.
～ )

：第 章C「患者の権利の尊重」(p. ～ )

：第 章C「看護と患者中心の医療」(p.
～ )、第 章C「インフォームド・コンセント」

(p. ～ )

b 患者のプライバシー保護 ：第 章C--「看護実

践に求められる倫理」(p. ～ )

：第 章C「在宅療養者の権利保障」(p.
～ )

：第 章C-「わが国におけるプライバシー

保護の取り組み」(p. ～ )

：第 章C-「患者の権利」(p. )、第 章

D-「プライバシーの保護」(p. )

c 看護師の倫理規定 ：第 章E-「看護倫理

をめぐる取り組み」(p. ～ )

：第 章C「在宅療養者の権利保障」(p.
～ )

：第 章 F「看護実

践における倫理的判断」(p. ～ )

：第 章B-「看護職の職業倫理」(p. ～

)

d 職業倫理 ：第 章E-「職業倫理

としての看護倫理」(p. ～ )

：第 章C「在宅療養者の権利保障」(p.
～ )

：第 章A「情報と倫理」(p. ～ )

：第 章B-「看護職の職業倫理」(p. ～

)

看護の展開 A 対象者の全体像の把握 a 情報の収集と分析 ：第 部第 章 節

「アセスメント」(p. ～ )

b 問題の明確化 ：第 部第 章 節

「看護問題の明確化(看護診断)」(p. ～ )

B 目標設定 a 優先順位の決定 ：第 部第 章 節

「看護計画の立案」(p. ～ )

：第 章C「看護事故防止の考え方」(p. ～

)

b 患者との目標の共有 ：第 部第 章 節

「看護計画の立案」(p. ～ )

c 目標とその達成時期の設定 ：第 部第 章 節

「看護計画の立案」(p. ～ )

C 計画 a 行動計画の立案 ：第 部第 章 節

「看護計画の立案」(p. ～ )

D 期待される結果の明確

化

：第 部第 章 節

「看護計画の立案」(p. ～ )

E 実施 a 手段の選択 ：第 部第 章 節

「看護介入の実施」(p. ～ )

b 対象者への説明と了解 ：第 部第 章 節

「看護介入の実施」(p. ～ )

c 看護の実施と対象者の反応の確

認

：第 部第 章 節

「看護介入の実施」(p. ～ )
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大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

F 評価 a 目標達成の評価 ：第 部第 章 節

「評価」(p. ～ )

b 看護過程展開の評価 ：第 部第 章 節

「評価」(p. ～ )

c 再計画 ：第 部第 章 節

「評価」(p. ～ )

目標 ．基本的看護技術についての理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

共通基本技術 A 人間関係を成立し発展

させるための技術

a コミュニケーション技術 ：第 部 節「生活

状況とその背景の把握」(p. ～ )

：第 章A-「言語障害の

ある患者の看護」(p. ～ )

：第 章「コミュニケーション」(p. ～ )

b カウンセリング技術 ：第 部 節「生活

状況とその背景の把握」(p. ～ )

：第 章B「カウンセリング(心理臨床)に関

する理論と実践」(p. ～ )

c グループワーク、グループダイ

ナミクス

：第 章 D「人々の

集団における調和や変化を促す看護アプローチ」(p.
～ )

：第 章A-「集団のなかでの行動パター

ン」(p. ～ )

B 人間の成長を促すため

の技術

a 教育 ：第 部 節「健康

歴と保険行動の把握」(p. ～ )

b 相談・指導 ：第 部 節「健康

歴と保険行動の把握」(p. ～ )

C 安全を守るための技術 a 感染コントロール(無菌操作、

手洗い、感染症の取り扱い、針

刺し事故防止)

：第 章「感染症の予防」(p. ～ )

：第 部 第 章 A
「医療事故」(p. ～ )、第 章「感染防止の技術」

(p. ～ )

：第 章C「感染防御」(p.
～ )

：第 章B「院内感染制御」(p. ～ )

：第 章E「検査の危険とその防止策」(p.
～ )

D 事故防止 a 安全管理対策(システム、機器

点検)

：第 部第 章「事

故防止の技術」(p. ～ )

：第 章「医療用機器の原理と実際」(p.
～ )

：第 章B-「滅菌物の管理」(p. ～ )、

B-「職業感染防止対策」(p. ～ )、第 章D
「周手術期における安全管理」(p. ～ )、第 章

A-「手術室の安全管理」(p. ～ )、C「手術室

の環境管理」(p. ～ )

：第 章E--「安全管理のシステム」(p.
～ )、E--「安全管理のプロセス」(p. ～ )

：第 章「業務領域をこえて共通する間違いと

発生要因」(p. ～ )、終章A「組織としての医療

安全対策」(p. ～ )

b 誤与薬・誤認の防止、転倒・転

落の防止、人工呼吸器管理

：第 部第 章 B-

「与薬に伴う事故」(p. ～ )、第 章C-「薬の確

認」(p. )

：第 章D「人工呼吸」(p. ～ )

：第 部A--「誤薬の防止」(p.)
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